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Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果 

1. 歯周疾患の再発と長期的予後に関する研究 

歯周疾患の再発に関連する因子について，症例分析，コホ

ート研究を実施している．歯周治療の予後の客観的評価と普

遍的なガイドラインの設定を目指している． 

2. 歯周組織再生材料の臨床応用に関する研究 

エナメルマトリックスデリバティブ（EMD）等の歯周治療

への応用に関する実験的研究を行い，その有用性や適応症に

関する検索を実施している． 

3. 歯周病原性細菌の分子生物学的解析に関する研究 

歯周病原細菌が 2 型糖尿病への発症・増悪に関わっている

可能性を，細菌由来プロテアーゼの観点から検討している．

また，歯周病原細菌の組織内侵入機構を明らかにする目的で，

歯周病原細菌の上皮バリア突破能，突破機構およびその特異

性について検討している． 

4. 間葉系幹細胞（MSC）と血球系細胞および歯周組織構成細

胞との相互作用に関する研究 

MSCは多分化能を有する体性幹細胞で，組織の修復や再生

に働くことが報告されている．MSCと血球系細胞および歯周

組織構成細胞との共培養系を確立し，それぞれの相互作用に

ついて免疫染色，RT-PCR 法，Real-time PCR 法，各種キッ

ト等を用いて調査を行っている． 

5. 全身疾患と歯周病との関連に関する研究 

掌蹠膿疱症，Weber-Christian 病，脳膿瘍に対する歯周治療

と歯周組織状態の変化について評価，検討している．歯周病

のリスクファクターの一つとされている全身疾患において，

本邦の基盤となる疫学調査を行っている． 

6. 歯周治療の評価に関する研究 

垂直性骨欠損に対する種々の歯周外科治療法などに関する臨

床評価を実施し，歯周治療のフィードバックを行い，診断と

治療技術の向上を目指している． 
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